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プログラムの目的及び内容

本学は、開学以来約 40 年にわたり、尼崎市におい

て地域に開かれた大学として、地域貢献の実績を重

ねてきた。その活動を通じて、「経験値教育」という

教育方法を構築し、社会人基礎力の養成を進めてき

た。しかしながら厳しい雇用状況の中、就業意欲は

高いものの内定を得ることができない学生が少なく

ない。

その対応として、本取組ではコミュニケーション

能力など学生の社会人基礎力の向上を図り、就職率

のアップに繋げることを目的にした。学長を中心と

した就職支援体制を強化するため、地域の尼崎商工

会議所、尼崎経営者協会、ハローワーク尼崎と連携

し（下図）、就職相談員の配置等を強化することによっ

て、一人ひとりの学生に応じた支援を行う。

また連携先と共同で、地域力を生かした学科ごと

のキャリア支援プログラムを開発し、一人でも多く

の学生が希望業種に就職することを目指す。

到達目標

本取組の達成目標としては、就職希望者率（全学

生比）と就職率（全希望者比）について、2009（平

成 21）年度目標はそれぞれ 86％、70％とし、まず

全国レベルに近づける。

2010（平成 22）年度は 90％、75％以上を目標した。

2011（平成 23）年度以降は、2009（平成 21）・2010（平

成 22）年度の２年間を評価した上で、新たに設定

する。また、これらの目標を達成するために、本取

組の具体的内容ごとに別途行動目標を定める。

プログラムの実施内容

地域力を活用した、学科と学生に応じた多様な

キャリア支援プログラムを企画し実施する。具体的

な実施内容は、①学科と学生に応じた多様なキャリ

ア支援プログラムの開発・実施、②視聴覚効果の高

い面接トレーニング・ツールの導入、③より充実し

た学生への個別指導＜就職相談、模擬面接、履歴書

作成指導等＞、④全教職員へのキャリア研修会の実

施、⑤企業説明会の開催を柱に多様な支援を計画と

おりに進めた。（①～⑤は下記＊印）

【2009(平成21)年度】

コミュニケーション能力など学生の社会人基礎力

の向上を図り、就職率アップに繋げることを目的と

した。

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2010(平成22)年度
就職支援推進プログラム
〒661－8520 兵庫県尼崎市南塚口町7丁目29-1
学校法人 園田学園

地域力を生かしたキャリア支援プログラムの構築

私立 園田学園女子大学
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【2010(平成22)年度】

連携先からの就職相談員の配置等により、履歴書

指導など、基礎からの個別指導を充実させる。学生

が自ら希望する業種を、より深く理解し、実感を伴っ

て適性を確かめられるプログラムを構築し、一人で

も多くの学生が希望業種に就職することを目指す。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

掲示や DM のほか、本学ホームページを通じて

取組内容を随時発信した。

2010( 平成 22) 年 7 月から 2011( 平成 23) 年４月ま

で計 15 回発信 ＊別紙添付

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

就職相談員との面談件数や面接指導システムの利

用率、企業説明会への学生参加数やキャリア研修会

への教職員参加数など、あくまでも実数に拘った。

②到達目標に達したか。

就職希望率、就職率とも、目標にしていた数字を

ほぼ達成した。

自己評価に関する実数は次のとおりである。

相談員との相談件数 ＊ 2010( 平成 22) 年度より

本格的に開始

＜ 2010( 平成 22) 年度＞

大学   563 件／短大 438 件 合計 1,001 件

＜ 2011( 平成 23) 年度＞

大学 1,007 件／短大 404 件 合計 1,411 件

面接指導システム使用件数 ＊ H22 年度より本

格的に開始

＜ 2010( 平成 22) 年度＞大短合計 347 件

＜ 2011( 平成 23) 年度＞大短合計 389 件

《参加数》149 名（教職員数：212 名）

参加率：70.28%

【実施日】2010( 平成 22) 年９月６日（月）

【講 師】森 吉弘 氏

【テーマ】書けない・話せない学生を作らない

企業訪問専任者による企業訪問数

2010( 平成 22) 年度 425 件 ／ 2011( 平成 23) 年

度 485 件

 ③具体的な成果は何か。

就職相談員の増員により、相談件数が大幅に増

加。企業訪問専任者の雇用により、企業説明会の参

加企業数が増加し、新規の企業が多くなった。何よ

りもキャリア支援課職員と三位一体で学生の就職支

援ができるようになったことが大きい。

今後の計画

1．当該プログラムの成果をどのように活用して行く

か。

当該プログラムで最も成果を上げたのが、就職相

談員の配置である。３名のキャリアカウンセラーの

ほか、企業訪問専任者が増員できたことで、本学独

自の就職支援の方法を確立できた。個人対応に時間

を取られ、企業訪問が手薄になっていたが、各学科

に対応した企業訪問ができることが大きい。また採

用担当者が語った内容をすぐに学生に伝えるために

「山田さんの就職耳より情報」として Web 検索でき

ることは、画期的である。

一人の学生に対し、就職相談員、企業訪問専任者、

キャリア支援課職員の三者がそれぞれどのような考
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えでアドバイスをし、どのような支援をして行くの

か。定期的に打合せをする以外に、学生個人ファイ

ル（進路調書）に細かくデータを蓄積することで、

学生の動向がわかるようにしている。情報を共有す

ることで、効率的な支援ができるようになった。

2011( 平成 23) 年度の大学予算の中に、GP 継続事

業として、就職相談員と企業訪問専任者を組み入れ

た。今後も三位一体の就職支援を突き詰めて行きた

い。

２．今後の計画

当該プログラムで採用した就職指導員の提言に

より、2012( 平成 24) 年度から「就活イメトレ講座」

を６月に実施する予定である。この講座は、様々な

業界で働く人達から、「仕事の面白さ」「仕事の大変

さ」を聞く内容で、学生の就職意識の向上を目指す。

２年間で延べ 1,500 件の本学学生と面談し、就職

に対する心構えができていない点がその後の活動に

悪影響を及ぼしていると痛感。10 月から就職講座

が始まり、12 月には本格的に就職活動がスタート

する前に、働くことの意義を見つけられるよう、こ

の講座を企画した。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

気持ちを切らさないように、学生と連絡を密に取

り、キャリア支援課に来させる。個々に新規求人の

情報提供をしながら、内定が取れるように導く。 

また 10 月下旬に「未内定者のための就職説明会」

を学内で実施。14 社が参加し、約 50 名の学生が集

まった。結果９名が内定を得た。同時にハローワー

ク尼崎の学卒担当者にも来ていただき、登録会も

行った。今後もこのような就職説明会を積極的に学

内で実施する予定である。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

卒業の時点で就職が決まらなかった学生のうち、

希望者に対して、既卒の求人情報をメールで配信し

ている。また就職相談にも応じている。
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資 料
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評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

地域に密着した就職支援を行い、実践面と精神面

の両者の講座の開設に取り組んでいる、優れた取り

組である。面接フィードバックシステムの導入によ

り、面接試験への対応もきめ細かく行い、教員には

学生指導のためのゼミが設けられている。また就職

相談員、企業訪問専任者、キャリア支援課職員の三

者が連絡をとりあい、学生の就職指導にあたり、地

元に密着した就職先の開拓を行っている。これらの

取組の結果、高い就職希望率、就職率を達成している。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

視察日：2012(平成24)年10月3日（火）

総　 評

本学の特徴は、地域社会に根ざした大学教育を確

立するために、学生に地域との連携を深める「経験

値養育」を促す為に、多種の（28 の企画）に取り組み、

生涯学習、地域文化、健康福祉の向上及び地域課題

の解決支援に貢献できる学生の養成を目的としてい

ることにある。学生は多くの企画の中から、個々の

学生の特性に合致したものに参加できるようにし、

さらに、地域社会と一体になって活動するために、

学生の自発的な内容での奉仕活動に力を入れてい

た。一方では、地域社会の力を積極的に活かして学

生のキャリア支援のためにプログラムを構築し、学

生の基礎的社会人力を養うことを目的とした。

プログラムの実施には学長の指導の下、全学教員

の協力を得て個々の学生に適切な指導を行なった。

コミュニケーション能力の向上、地域の商工会議

所、経営者協会、ハローワークに協力を依頼して、

地域社会の要請に答えられる人材の育成に力を入れ

た。これらの企画により、学生の地域社会や地域の

企業への理解が深められた。

これらの経験教育と社会人としての能力を備える

為の講義、講習会、講演会を通して、文章を書く

力、自分の考えを他者に伝える力、自己の理解と同

時に、他者を理解することができるように工夫され

ていた。システムの構築は、学生の個性に合わせた

プログラムで作られ、その実施を教員が一丸となっ

て支援していた。学生が「社会人としての基礎能力

を備えるため」に、個々の教員の授業の仕方につい

て、教員がいかなる努力を払ったかは自己点検報告

書には記載が無いが、実際には大きな工夫が成され

ている。

知識は観察力と考える力によって、人間の知恵と

して働くようになるので、知識を教える授業では、

教員が学生に観察力と考える力を育てる必要があ

る。それぞれの教員の工夫が学生の知恵を育て、物

事に適切に対応する能力の向上に繋がると思う。こ

れらの成果として、本プロジェクトの目的である「自

分の人生を考えた職業が選択できる学生の育成」が

徐々に達成できると思われる。

個別事項

１．「地域力を生かしたキャリア支援プログラムの
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構築」という目的の中で主に実施されたことは、学

生が地域社会と適切に連携を図るために、学生の基

礎的社会人力の向上を目指すプログラムを作成

し、実施したことである。

２．その施策として

（１）個々の学生に適した就職ができるような支

援として、 コミュケーション能力の向上、模擬面接、

自分を客観視できる方法として、面接フィードバッ

クシステムを開発した。いずれも効率良く機能して

いた。

（２）地域の商工会議所、経営者協会、ハローワー

クと連携し、就職相談員と協力して、学生個々に応

じた就職支援を行なうため、学生個々の能力を見極

めるためのキャリアプログラムを作成した。実施内

容は、①指導者として教職員のキャリア講習会を開

催し、教員の指導力を高めた。②企業説明会を開催

し、地域にどのような企業があるかを紹介した。③

学生の基礎能力を高め、企業が望む人材の育成基礎

となる「学生の基礎的社会人力を高めるためのプロ

グラムの構築」としては、講習会、講演会を通して、

文章を書く力、自分の考えを文章に表し、他者に伝

える能力を養い、自己の理解と他者の理解を深める

努力をしていた。

就職相談員、企業訪問専任者、キャリア支援職員

の間の連携が良く取れており、学生の就職支援が効

率良く行なわれていた。学生と教職員の信頼関係が

高く雰囲気も和やかで、大学内の調和が取れている

所が目についた。当然のことながら、就職率も高く

なって来ていた。教員、カウンセラーの努力には素

晴らしいものがあった。特に、地域社会との連携が

良く取れており、学生のアイディアが企業に生かさ

れている点などは、本学の目的である「経験値教育」

の効果が現れた点である。


